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１．はじめに
　高齢化社会をむかえ，健康増進・予防のための健

康福祉サービスの必要性が高まっている．特に，健

康状態を医師による問診によらず管理したり，適切

な健康改善アドバイスを随時得ることができるサー

ビスは有用であると言える．そこで我々は，利用者

の健康状態に関する情報（健康情報）を基に，健康

状態に応じた適切なアドバイスをオントロジサービ

スによって提示を行うシステムを検討している[1]．

　人間の健康情報には，血圧や脈拍あるいは運動状

態といった客観的な生体情報だけでなく，自分自身

が感じる主観的な健康状態の評価も存在する．この

ような主観的な健康情報を本システムで利用するた

めには，利用者の総合的な健康状態を評価できるよ

うな評価項目と，それを登録・管理する機構が必要

となる．本システムは開発初期段階であるため，本

稿では，健康情報を管理のための機構（健康情報デ

ータベース）についてその概要を述べるとともに，

本システムで採用している主観的な健康状態に関す

る評価項目「元気点検票」の概要を紹介する．

２．健康情報の登録と管理
　本システムでは，利用者の健康情報として客観的

な生体情報と主観的な健康状態に関する評価の 2 つ

を利用する．生体情報は，血圧や運動状態を監視す

るセンシングデバイスによって取得され，ネットワ

ークを経由して健康情報データベースへ自動的に蓄

積される．一方，主観的な健康情報は利用者端末を

通じて回答し同様に蓄積される．利用者端末からは

図１：分散環境における LDAP を用いた健康情報デ

ータベース

健康情報に基づいて生成された改善アドバイスが閲

覧できる他，健康情報データベースに蓄積された健

康情報を確認することができる．また，健康情報デ

ータベースには生体情報や主観的な健康情報の他，

利用者の年齢・身長・体重といった基本情報があら

かじめ登録されていて，改善アドバイス生成時に必

要に応じ参照される．なお，健康情報は秘匿性が求

められるため，通信にはセキュアなネットワーク経

路が確保される．

　図１は健康情報データベースの概略を示した図で

ある．健康情報は複数データベースに分散して蓄積

される環境を想定しているため．健康情報データベ

ースの実体は LDAP[2]によって統合されたデータベ

ース群である．一方，利用者端末からは背後のシス

テムを意識することなく 1 つのデータベースとして

健康情報を参照できる．

３．元気点検票の概要
　本研究グループの山本らは，健康のセルフモニタ

リングを目的とした主観的な評価項目として「元気

点検票」を提案している[3]．本システムではこの

点検票に基づいて，利用者の主観的な健康状態の評

価を行う．

　この点検票は，生活行動に関する７つのカテゴリ
（「眠」「食」「息」「温」「動」「想」「性」）
からなる質問群による評価と，各カテゴリの「満足
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元気点検票：「眠」カテゴリ

○ 毎日ほぼ決まった時刻に起床するようにして
います．

　○ 昼間，生活の場に陽の光を入れています．
　○ 夕方居眠りする習慣はありません．
○ 寝る前は，照明を落とし，眠くなってから床
に入るようにしています．

　○ 室温や騒音など寝室の環境はよいと思います．
　○ 夜中に何度も目が覚めることはありません．
　○ 毎朝目覚めた時，熟睡感・爽快感があります．
○ 昼間，耐えがたい眠気を感じることはありま
　 せん．

（満足度）

　　全体として自分の睡眠の現状に満足しています．

　　回答：

図２：元気点検票「眠」カテゴリの質問例。健康に

関する各質問項目に対して５段階の主観評価を行う．

度」による評価から構成される．図２は「眠」に関

する質問の例である．利用者は，各質問項目に対し，

当てはまるかどうかを５段階で回答し，カテゴリの

最後に「満足度」を回答する．各質問は科学的根拠

に基づいており，原則的に評価値５が最も健康に良

い状態を示している．これは予め利用者に伝えられ

ているため，健康状態の評価を行うと同時に，健康

に対する基本的な心がけを利用者へ示唆できるもの

となっている．なお，本点検票は被験者３１０名に

適用した結果，概ね妥当であることが確かめられて

いる[4]．

　図２は元気点検票をパソコンから回答できるシス

テムのプロトタイプ画面である．各質問は，該当項

目をクリックすることで回答できる．実際のサービ

スでは携帯端末からの入力が想定されているため，

よりアクセシビリティの考慮された入力インタフェ

ースを開発する予定である．

４．まとめ
本稿では，利用者による様々な健康情報を管理する

ための機構について述べ，健康情報の 1 つとして有

用な主観的な健康状態に関する評価として「元気

図３：元気点検票の入力システム画面

点検票」を紹介した．

　一方，主観的な健康状態に関する評価を扱う上で

の課題として以下が挙げられる．本システムの目的

は，健康情報データベースを用いて蓄積された健康

情報を基に，オントロジサービスによって健康改善

のためのアドバイスを選択・提示することである．

したがって，主観的な健康状態に関する評価では，

利用者による矛盾した回答はアドバイス選択に影響

を与える．この問題に対しては，元気点検票の質問

項目間の相関を分析し，関連性の強い質問同士の関

係を明らかにすることで回答の矛盾点を自動で検出

する手法が考えられる．

本研究の一部は総務省「健康福祉のための先進的エ

ージェント・ネットワークに関する研究」の支援を

受けた．
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